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平成２８年度第４回佐久市総合計画審議会第１部会 議事録 

 

日時：平成２８年９月１４日（水） 

午前１０時００分から 

場所：佐久市役所 ３０１会議室 

【出席者】油井部会長、大池副部会長、佐藤委員、武者委員、小林委員、上原委員、 

美齊津委員（以上７名） 

【事務局】佐藤課長、若林課長補佐（企画調整係長）、市村企画員、大井 

１ 開会 

 

２ 部会長挨拶 

 

３ 議 事 

 

（１）第二次佐久市総合計画前期基本計画の策定について 

・事務局より、第二次佐久市総合計画前期基本計画骨子案のうち、第７章について 

施策ごとに説明（資料１） 

 

第７章 質問・意見 

 

 

（委員） 

 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

（事務局） 

 

 

（委員） 

 

（事務局） 

資料１ Ｐ９２ 施策名：地域コミュニティ 

  

地域コミュニティをこれからも引き続き若い世代につなげていく

ことは、地域によっては大変なところもあると思いますが、地域の実

情を踏まえて計画に定めた取組を進めてほしいと思います。 

 

資料１ Ｐ９３ 施策名：行財政経営 

 

片仮名、アルファベットなどが多く出てきますが、分かりにくいの

ではないでしょうか。 

 

最終回の部会に用語解説の案を提示したいと思いますので、その

際にご意見をいただければと思います。 

 

これからは財政的に厳しくなっていくということでしょうか。 

 

これまで、市町村合併に伴って地方交付税の特例や、合併特例債と
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（委員） 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

（事務局） 

 

 

（委員） 

 

 

 

 

（油井部会長） 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

（委員） 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

いう有利な起債がありましたが、徐々に縮減していきます。 

また、人口減少に伴い税収も減少することから、自主財源も縮小し

ていく見込みとなっています。  

 

 経費節減を図るとともに、財源を増やしていくことも大事だと思

います。 

 

資料１ Ｐ９５ 施策名：高度情報通信ネットワーク 

 

 佐久ケーブルテレビへの加入促進について記載がありますが、財

政的な支援などは行っているのでしょうか。 

 

 直接的な財政支援は行っていませんが、市役所職員への加入呼び

掛けなども含め加入率向上を図っています。 

 

 情報化社会ということで、個人情報など管理をしっかりとやって

いく必要があると思います。 

 

資料１ Ｐ９７ 施策名：地域間交流・国際交流 

 

 「生涯活躍のまち」は、アクティブな段階で移住いただくことを想

定されているかと思いますが、年齢としては定年後を想定している

のでしょうか。 

 

 主には定年後の方になると思いますが、都市部にも住居を持って

仕事しながら、週末は佐久市に住むような二地域居住ということも

あるかと思います。 

 

 移住されることが病気になることも若い方の場合に比べると高い

と思いますが、どうでしょうか。 

  

 実際に佐久市に移住している人を見ると、５０代後半～６０代前

半位の方が多いと思います。 

 ２０代の方に比べると、健康な期間は短いのかもしれませんが、移

住してサービス付き高齢者向け住宅などに入所した場合などに移住

元の住所地の国民健康保険が継続して適用されるという住所地特例
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（委員） 

 

 

（事務局） 

 

 

（委員） 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

の制度があり、移住先の市町村の負担を軽減するような仕組みにな

っています。 

 

 二地域居住の場合は、その方は佐久市の人口にカウントされるの

ですか。 

 

 佐久市の人口には算入されませんが、市内で生活を営まれる中で、

佐久市の経済に貢献いただけるところもあるかと思います。 

  

 具合が悪くなってから「生涯活躍のまち」に移住してきて、市内の

病院を利用するというのもどうかと思いますが 

 

 単に引っ越しをしてくるような形ではなく、どのような方に「生涯

活躍のまち」に移住していただくのか、地域活動への参加などを条件

にするのか、といったことも、今後地域との話合いの中で調整してい

きたいと考えています。 

 

 地域の資源を生かした観光を考えていく上で佐久市は歴史、文化

の力が比較的弱いところがあるかと思います。 

 東御市にはワイナリーがあったり、軽井沢町は国際的な観光地で

あるといった特徴があることから、周囲の市町村と連携して、佐久市

を盛り上げていくことも大事ではないでしょうか。 

 

 次の項目に「広域連携」がありますが、広域連合や定住自立圏、地

方事務所でも広域観光に向けての取組が進められています。 

 効果が出るのはこれからかもしれませんが、様々な取組を進めて

いければと考えています。 

 

 この章は色々な取組が記載されていますが、「地域の力が生きる」、

「地域間交流」といった場合の「地域」はどの範囲を指すのでしょう

か。 

 

 基本的には佐久市全体を指すものとして考えています。 

 ただし、「地域の特徴を生かす」という記載では、臼田、望月とい

った区域を指すこともあると思います。 

 他では「地区」という語も用いていますが、その場合にはさらに狭
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（委員） 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

 

い範囲を指す場合に使っています。 

 

 地域の範囲の考え方とも関連しますが、「地域間交流」と「広域連

携」は、１つの項目としても良いのではないでしょうか。 

 

 「地域間交流」までの項目は佐久市が主体となる取組を定めていま

す。 

 「広域連携」の項目は佐久市を含む広域連合や一部事務組合全体と

しての取組でもあるので、項目を分けたいと思っています。 

 

 了解しました。 

 

資料１ Ｐ９９ 施策名：広域連携 

・意見なし 

 

 

（２）第一次佐久市総合計画後期基本計画の進行管理について  

・事務局より、「目標」の進行管理の審議の進め方及び資料の見方について説明。 

（資料 1-1） 

・事務局より、第一次佐久市総合計画後期基本計画の第１章・第６章に掲げられた「目

標」について説明。その後、部会において審議。（資料 1-2） 

・事務局より、チャレンジの資料の見方について説明。（資料 2-1、2-2） 

 

第１章 質問・意見 

 

（委員） 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

資料 1-2 Ｐ１ 施策名：文化・芸術 

 観覧系施設の延べ入館者数は、以前から右肩下がりの傾向があったの

ではないでしょうか。 

 

 確かに近年は右肩下がりの傾向があったため、昨年新たな企画展を始

めるなど取り組んだ結果、休館していた旧中込学校を除けば増加傾向に

転じたとの事です。複数の観覧系施設をまとめて入館者数を管理してい

るため、全体の傾向としての減少の要因までは分析できていません。 

 

数値目標は前期からあったのでしょうか。目標の妥当性はどうなので

しょうか。 
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（事務局） 

 

 

 

 

（部会長） 

 

（事務局） 

 

 

 

（委員） 

 

（事務局） 

 

（委員） 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

（部会長） 

 

 

 

数値目標は前期にはなく、後期基本計画から初めて入れております。

策定時の目標値の設定の妥当性については、総合計画審議会で審議いた

だき決定しておりますので、今回の審議の対象ではないかと考えており

ます。 

 

観覧系施設の中には子ども未来館は入っているのでしょうか。 

 

文化・芸術の施策となりますので子ども未来館の入館者数は入ってお

りません。子ども未来館の入館者数については他施策でも目標に設定は

されておりません。 

 

美術館はどの程度入館者がいるのでしょうか。 

 

企画展の内容等によりますが、年間１万人程度の入館者になります。 

 

今後の方針については、今年が計画の最終年度になる中で、あと半年

しかないのに必要があるのでしょうか。 

 

第二次総合計画への反映も考えて今後の方針は記載させていただい

ております。例えば、先程見ていただいた資料１では、第二次の前期の

主な取組として「利用者の増加に向け、魅力ある展示や、講座などの開

催を推進します。」と記載させていただいております。第二次の計画に

どのようにつながっているかも見ていただければと考えております。 

 

最終年度の実績が出たときは、どのように進行管理は行うのでしょう

か。 

 

今回、結果の分析、今後の方針を記載して見ていただいておりますが、

来年度では第二次総合計画へ落とし込むことも出来ませんので、総合計

画審議会の皆さん、市民の皆さんには最終的な結果をまとめて見ていた

だきたいと考えております。 

 

他に意見がなければ、こちらの施策に関しては記載通りに取り組んで

いただきたいと思います。 
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（委員） 

 

 

（事務局） 

 

 

（部会長） 

 

 

 

（部会長） 

資料 1-2 Ｐ２ 施策名：地域間交流・国際交流 

 

国際交流サロンは市の補助金が出ているという事で良いのでしょう

か。 

 

国際交流ネットワーク佐久、佐久市国際ボランティアへ委託して開催

しております。 

 

 他に意見がなければ、こちらの施策に関してはこちらの記載通りに取

り組んでいただきたいと思います。 

 

資料 1-2 Ｐ3 施策名：男女共同参画社会 

 一般公募で来てくれる女性も少ないかと思います。地区の役員に女性

を登用するなど身近なところから取り組むことも必要ではないでしょ

うか。 

他に意見がなければ、こちらの施策に関しては記載通りに取り組んで

いただきたいと思います。 

 

 

（３）その他 

・次回会議の日程について連絡 

 

４ 閉 会        

 

 

 


